




ご出身の上田中学は戦争中にもかかわらず

英語教育に熱心で，担任の先生の影響もあり

いい環境下で英語の勉強かできたことも功を

奏し，東京大学法学部に進学されました。

大学ご卒業と同時に助手となり，最初は行

政法の勉強をなさったそうです。恩師の杉村

章三郎(3)先生が租税法も担当されたことも

あり，そのご縁で租税法を専攻することとな

り，今日に至ります。

シャウプ博士とのご縁が強く，助手として

シャウプ勧告に触れたこともあり，星の導き

のような形でニューハンプシャーのご自宅に

招かれ， さまざまな問煙について教えを受け

たことを伺いました。

そのようなご縁で， 日本に独立した法分野

としての租税法の本格的な研究と教育が始ま

るきっかけとなったことなど，優しい脹を輝

かせてお話しくださいました。

聞き入るうちに，私もシャウプ博士とお且

にかかり， 自宅に招待されているかのような

錯覚に陥るかのような素晴らしいお話でし

た。

今日の我が国の租税法の萌芽期からのお話

を，金子先生から直接拝聴することができた

のは，私も歴史の伝承者であるかのごときで

あり，同時に栄えある盆子門下生の一員にな

れたと勝手に息ぃ，誇りに思えた瞬間でした。

租税法というといかにも難しい印象を持た

れがちでありますが，政治学の丸山員男(4)

先生の言葉を引用されて「学問とは遊びの要

素が必要］とおっしゃり，面白いことを取り

入れることがアイデイアとして必要であるこ
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となど， ご示唆に富んだお話を聞き，時の経

つのを忘れました。

国と納税者をできる限り-l 
対等な関係に

2013年の日税連会報での対談では，国税通

則法の税務調査手続等を含む大規模な改正が

行われた時期であり，この評価について先生

にお聞きすることができました。

まず税理士会の意見が反映された，前向き

な画期的改正であったとのお言葉をいただ

き，納税者の権利の拠りどころとなる「事前

通知制度」 (74条の 9)が創設されたこと，「更

正の請求」の期間が国側と納税者側で公平と

なったこと，筈々の醐い評価をいただきまし

た。

先生は前述杉村章三郎先生の「租税をめぐ

る納税者と国の関係は、公法上の債務関係で

ある」を引用されて，国の側が圧倒的な力を

持った関係であった， と述べられて，付け加

え， しかし，今回の改正は，「対等になりう

る方向にグイっと舵を切ったといえるでしょ

う」とまで誉めていただきました。

さらには，金子先生が最初の講義の口火を

切っていただいた， A-Zセミナーの近況につ

いてのお尋ねがあり，おかげさまで順調に推

移している旨をお話ししたところ， とても喜

んでいらっしゃいました。

なお，セミナーは現在も順調に継続してお

り，東京会と支部の役員人材の育成に貢献し

ています。これも金子先生の遺竜の一つとし
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(2)神津港人（こうづ こうじん）氏は， 日本の洋匝家。長野県北佐久郡志賀村（現佐久市志賀）出身。神津

豊助の次男。 1912年東京美術学校卒業。 1889年12月21日生～1978年4月7日没。

(3)杉村章三部（すぎむら しょうざぶろう）氏は，日本の法学者。法学博士。専門は行政法・租税法。東京

大学名誉教授青山学院大学名誉教授。 1900年9月7日生～1991年12月2日没。

'(4)丸山澳男（まるやま まさお）氏は，日本政治思想史家，東京大学名誉教授。 1914年3月22日生～1996年

8月15日没。








